
旭小学校 令和２年度　重点１

本年度の重点に対する評価

本年度の重点 1

最終改善方策
小規模校の特性を強みととらえ、全職員で全校の子どもたちを見ていく姿勢
を大切にするとともに、問題解決にあたっては組織的な対応を重視し、一人
ひとりが活躍できる教育活動を基本に、学級・学校づくりを進めていく。

各アンケート等の結果

保護者アンケート「子どもたちは、学校へ行くのを楽しそうにしている」
「学校は、子どもたち一人ひとりを大切にし、個に応じた指導に努めてい
る」、児童アンケート「学校生活が楽しい、旭小学校が好き」および関連の
項目では、概ねよい評価である。

自己評価結果
（見解と改善方策）

評価資料

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，学校評価委員会未実施

評　　価

「一人ひとりを大切にし、個に応じた指導をしている」「いじめ、不登校の
未然防止、早期対応を適切に行っている」「職員の主体性、創造性のもと、
協働性に富んだ教育活動を行っている」のアンケート項目では、教職員一人
ひとりが個に応じた指導を心がけ、達成感がもてている。

昨年度から校内研究で「特別な教科 道徳」に取り組み始めた。今年度の
テーマは「自分のよさを大切にし、相手のよさを尊重できる子」として、
「児童一人ひとりを大切にし、認め合える人間関係の育成」に努めている。
児童指導の課題等も全職員で確認し、指導の方向を全体で共有することがで
きた。ＳＣ、巡回相談、および外部関係機関と連携し、児童理解を深め、適
切な対応を検討したり、実施したりすることができた。
不登校やいじめ対応は、各クラスの実態共有を大切にし、職員全員での適切
な対応策の共通理解を図り、保護者との連携を大切にするよう努めた。
学校が小規模化し経験の浅い職員の比率が高まる中、児童の健全な人間関係
を育むためには、児童指導部や教育相談コーディネーターなどを今まで以上
に活用し、組織的な取り組みを重視する必要がある。今後も、学級の特性や
個々の資質を細かにつかみ、思いやりあふれる学年・学級経営を目指して取
り組んでいきたい。

教職員アンケート結果
（具体的方策ごと）

学校関係者評価結果

児童一人ひとりを大切にし、互いに認め合える温かい人間関係を育む実践に全校で取り
組む。

児童一人ひとりを大切にし、認め合える人間関係の育成に全職員で努める。

児童一人ひとりの個性を十分理解し、全職員で全児童の指導に努めたい。互いが認め合
い、思い合える学級指導の工夫・改善を図りたい。

目標（評価規準）

重点に係る現状

設定理由



令和２年度　重点２
本年度の重点に対する評価

本年度の重点 2 基礎学力の向上、家庭学習の習慣化に努める。

目標（評価規準） 学習習慣の定着に努め、自ら学ぶ姿勢を身につける。

重点に係る現状

設定理由

教職員間の基礎学力について共通理解を図り、校内研究の推進、教科指導の工夫・改善
をめざしたい。子どもたちの学習習慣をつけさせるため、家庭学習の工夫を図りたい。

評価資料 評　　価

教職員アンケート結果
（具体的方策ごと）

「学校研究を推進し、指導の工夫・改善、指導力の向上に取り組んでいる」
「各教科の基礎・基本を明確にした学習指導を行っている」「楽しく、分か
りやすい、魅力ある授業づくりを行っている」の項目においては、概ね目標
が達成できていると捉える。

各アンケート等の結果

保護者アンケート「学校は、授業・個別指導を工夫して、学習内容の定着に
努力している」「学校は、家庭学習を工夫して、学習習慣の確立に努力して
いる」、児童アンケート「授業は楽しい」「授業の内容がわかる」の項目に
おいて、概ね良好という結果である。

自己評価結果
（見解と改善方策）

今年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止のための臨時休校があり、さ
らに再開後も学習活動に制限が設けられる中で、児童の学力を低下させない
ための工夫をしながら授業を進めてきた。
アンケートでは目標達成はできているものの、高学年になるにつれ、授業理
解に関して低い評価をする子どもが多くなっている。今後もさらに、わかる
授業、楽しい授業の実現を目指し、指導の工夫・改善を図っていきたい。
家庭学習については、学校・家庭両者の努力の成果も少しずつ出てきている
ところも感じられるので、今後も連携を密にして取り組んでいきたい。
昨年度から校内研究で取り組んでいる「特別の教科 道徳」では、「深い学
びを引き出す」ための授業改善に取り組んでいる。この「深い学び」を追求
することは、道徳に限らず各教科の授業改善にも通じるものと考えている。
学習指導要領の趣旨を踏まえ、さらに児童にとっての「深い学び」につなが
る授業づくりにむけて、職員の指導力のさらなる向上に努めたい。

学校関係者評価結果 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，学校評価委員会未実施

最終改善方策
計画的な授業計画、内容の充実、指導力の向上を目指し、教職員の共通理解
を図り、研究・研修に取り組んでいく。また、家庭学習の習慣化に向け、家
庭と連携して継続的に取り組む。



令和２年度　重点３
本年度の重点に対する評価

本年度の重点 3 学校・家庭・地域の連携を図る。

目標（評価規準） 学校・家庭・地域の連携した教育活動を展開する。

重点に係る現状

設定理由

保護者、地域の方々の協力を得ながら、連携したより良い学校環境づくりに努めたい。
学校の情報を積極的に発信し、学校理解を深めたい。

評価資料 評　　価

教職員アンケート結果
（具体的方策ごと）

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、学校行事への家庭・地域の方々
の参加が制限され、例年通りには実施できなかった。しかし、「保護者、地
域等に教育活動の情報提供を積極的に行っている」の項目は、学校便り・学
級通信等で家庭や地域に情報発信したり、家庭や地域とのコミュニケーショ
ンを大切にするよう心がけたりする中で、概ね良い評価となっている。

最終改善方策
日常的に情報発信を行い、行事、授業参観、学校公開等を活用し、地域・家
庭と学校との連携をより深め、「地域の学校」づくりを目指したい。

各アンケート等の結果

保護者アンケート「学校便り、学級通信等により教育活動や児童の様子を知
ることができる」「学校は、児童・保護者からの相談や連絡に適切に対応し
ている」「学校は、保護者や地域の方々との連携ができている」の項目にお
いて、達成基準を満たす結果を得た。

自己評価結果
（見解と改善方策）

コロナウィルス感染症拡大防止のため、児童の学校での様子を家庭や保護者
の方々が参観する機会が少なかった。形を変えながら長く続いている「あり
がとうまつり」や２年前から保護者有志によりはじめられた「夏まつり」な
ど、今まで地域・家庭との連携で継続してきた様々な行事が開催できなかっ
たり縮小されたりしたことは、残念なことである。しかし、１４年続く地域
をあげての見守り活動は、この間も継続され、児童の安心・安全を守りつつ
児童と地域の方々とのコミュニケーションが保たれている。学校もこのス
クールガードの方との連携を今まで以上に大切にしてきた。
小規模校として学校力を高めるためには、保護者・地域の理解・協力を得る
ことが不可欠と考える。そのためにも、常に感謝の気持ちを大切にして、家
庭・地域とのよりよい関係を築いていきたい。

学校関係者評価結果 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，学校評価委員会未実施


